


西条昇の浅草喜劇コレクション
第二次「カジノ・フォーリー」篇①
西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

昭和４年11月18日からの
第二次カジノ・フォーリー
第３回公演プログラム。座
長格のエノケンが２本のレ
ヴューとナンセンススケッ
チで笑わせた。

昭和５年３月20日からの第
二次カジノ第14回公演のチ
ラシ。レヴュー『失戀大福
帳』はサトウハチローの原
作である。

第二次カジノを描いた川端
康成『浅草紅団』の単行本
（先進社 昭和５年12月５日
発行）の復刻版（日本近代
文学館）の表紙。

昭和５年４月30日からの第二
次カジノ第18回公演プログラ
ム。レヴュー『ドンキー一座』
には流行歌手の二村定一が
第６回公演に続き出演した。

昭和４年12月30日からの第
二次カジノ第６回公演プロ
グラム。川端康成の朝日新
聞連載小説『浅草紅団』の
カジノを描いた回が掲載さ
れている。

昭和５年３月31日からの第二
次カジノ第15回公演プログラ
ム。ピエール・アンリ・カミ原
作『世界珍探検』をレヴュー
化して上演した。


